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設備保全は、運転によって劣化したプラ

ントを、要求される安全レベルまで復帰さ

せるための業務機能であり、プラントライ

フサイクルにおける安全管理の重要な技術

である。しかし、プラントの劣化状態は、

設計、建設、運転、設備保全履歴によって

異り、復帰のための補修はアセットとして

の設備運用計画、運転計画に依存する。論

理的な設備保全を行うためには、設備保全

としての技術、設計、建設、運転、保全間

の技術、そしてライフサイクル全体を統合

する技術を体系化する必要があり、そのた

めの仕組みが不可欠となる。設備保全に関

するそれら技術を体系化するためのフレームワークとして「業務の見える化」を行った。

ここでは、この「業務の見える化」とその活用法について講演があった。 
化学プラントの特徴は長寿命化が進み、50 年以上となるケースもある。そのため、

社会要求として安全管理の必要性が高まっている。そのため化学プラントでは社会や経

済状況の変化、技術の進歩、運転に伴うプラントの劣化、さらには作業者・管理者の入

れ替わり等があり、ライフサイクル全体の安全管理が必要となっている。この安全管理

は「技術の管理」と「組織の管理」が必要であり、技術の問題としては PDCA サイク

ルによる問題解決が必要であり、組織の問題としては技術と管理の仕組みと整合するよ

うに PDCA より組織もしくは組織管理の仕組

みを修正することが必要となっている。したが

って、PDCA サイクルの構成を考えることによ

り化学プラントの安全管理を構築することが重

要である。講演ではさらに、「見える化」につい

て IDEF0 モデルの適用とそれに伴う問題につ

いてお話があった。 
講演はこの構築方法に興味を持たれた聴講者

が多く、質問も多岐にわたり時間を超過するほ

どであった。 
来年 2 月に「設備保全業務の「見える化」と

その応用」というタイトルで本が発行される予

定とのこと、講演ではこの本をまとめるために

10 年を要した苦労等のお話もありました。ご興

味がある方は是非ご購入ください。（参加者 14
名） 
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